
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

Fashion eCommerce Trends: 

Japan, 2019 

 

 - 日本のファッション eコマースの動向 - 

 

 

 

 

 

 

2020 年 1 月 



 

 

 

 
図 1：オンラインショッピングの周期 
収益は祝祭⽇と重なる場合を除き、ほぼ毎週⽇曜⽇にピークに達している 
 

 
図 2：曜⽇別の収益率（%） 
オンラインにおけるファッションアイテムの収益が最も⾼いのは⽇曜⽇である 
 
 ⽇本は現在 8,000 万⼈を超えるオンラインショッピング利⽤者を擁する、世界でも有数
の e コマース市場です。⽇本の e コマース市場は、2019 年内には 860 億⽶ドルに達する
と予測されており、そのうちファッション業界が占める割合は 140 億⽶ドルとされていま
す。 
世界的な⼤⼿ブランドからの信頼も厚いバーチャル試着ソリューション〈VIRTUSIZE(バ
ーチャサイズ)〉は、オンラインショッピングの動向を観察する上では最適なポジションに
おり、これまでに VIRTUSIZE に蓄積されたファッションの e コマースに関する膨⼤なデー
タは、とても興味深い事実を⽰しています。 
 
 以下で検討するデータは、40 を超える⽇本のファッション⼩売業者のウェブサイトで⾏
われた 2019 年のショッピングに関する分析データです。図１で⽰した 2019 年における収



 

 

益の時系列データを⾒てみると、あるパターンが浮かび上がっていることがわかります。
祝祭⽇と重なる場合を除き、ほぼ毎週⽇曜⽇に収益がピークに達しています。 
この結果については 2016 年の研究で、英国と⽶国においてもオンラインショッピングの
件数が最も多いのは⽇曜⽇だと明らかにされており、この傾向は⽇本だけのものではない
ことがわかります。より⻑いスパンで⾒た場合、1 ⽇あたりの収益は 1 ⽉に下降し、2 ⽉の
中旬に最も低くなります。その後、ゆっくりと数値は上昇し、3 ⽉の中旬には横ばいにな
ります。図 2 で⽰した各曜⽇の累積値によると、最も収益が⾼いのは⽇曜⽇で、また最も
収益が低いのは⽕曜⽇であることがわかります。 
 
 

 
図 3：⽇本におけるオンラインショッピング利⽤者の時間ごとの購買習慣 
 

 
図 4：曜⽇および時間ごとの注⽂価格の中央値 
 
 図 3 は、時間ごとの総収益を⽰しています。オンラインでの注⽂数は、午前 5 時に上向
きはじめ、午前 10 時から午後 7 時までは横ばいになります。その後、再び上昇を開始し、



 

 

午後 11 時と 12 時の間にピークに達します。2011 年に 6 万 6000 ⼈以上の⽇本⼈を対象に
実施された調査によって、⽇本⼈の平均就寝時刻は 11 時 15 分であると⽰されています。 
昨年⾏われた別の調査では、対象とされた 28 カ国のうち⽇本⼈の睡眠時間が最も短いこと
が明らかにされており、⼈々が夜遅くにオンラインショッピングをしているのがこちらの
結果でも⾒て取ることができます。 
 
 
 オンラインショッピング利⽤者が服やアクセサリーの購⼊にあてる⾦額は、図 4 に⽰す
とおり、曜⽇と時間に左右されています。最も⾼額な注⽂は週半ばのランチタイム前後に
⾏われていますが、最も低額な注⽂は⾦曜⽇と⽉曜⽇に顕著なように夜の時間帯に⾏われ
ています。 
 
 
（a）                （b） 

 
図 5：オンラインショッピングでの購⼊率が⾼い都市 
（a） 住⺠ 1,000 ⼈あたり 20 回以上購⼊が⾏われている都市 
（b） ⼈⼝で正規化した購⼊回数の上位 20 都市の⼀覧 
 

図 5 では、オンラインでのファッションアイテムの購⼊率が⾼い都市を⽰しています。
東京、⼤阪、名古屋の周辺地域の住⺠はオンラインで多くの服を購⼊していますが、北海
道は住⺠ 1,000 ⼈あたり 20 回未満と購⼊回数が少なく、図 5a の地図にも登場しません。 
 
「いつ」購⼊しているかだけではなく、「何を」購⼊しているかもまた興味深い内容とな
っています。 
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図 6：さまざまな製品カテゴリにおける数量シェア、収益シェアおよびその差 
（a） 購⼊されたアイテムが総数に占めるシェア(左側)と収益シェア(右側)の関連性 
（b） 収益シェアと数量シェアのパーセントポイント差 

 
図 6(a)では、各製品カテゴリについて、購⼊されたアイテムの数量と、そのアイテムがも
たらす収益の相対的シェアを⽰しています。オンラインで購⼊されるアイテムのうち、圧
倒的な⼈気を誇るのは T シャツとセーターです。ジーンズと⽐べて T シャツは試着しなく
ても⾃分に合ったサイズを気軽に注⽂できることが理由の⼀つと考えられます。こういっ
た場合に、試着ソリューション〈VIRTUSIZE〉が役に⽴ちます。〈VIRTUSIZE〉を利⽤し
た後に購⼊されたアイテムだけを⾒た場合、2 番⽬に多く購⼊された製品カテゴリに、パ
ンツがランクインしています。 
 購⼊数が最も多い T シャツは、収益では 3 番⼿になります。最も多くの収益をもたらす
カテゴリは、バッグです。バッグは、数量では全購⼊アイテムの 6.4%を占めるに過ぎませ
んが、総収益の 15.7%を占めています。パーセントポイント差（収益シェアのパーセント
ポイントから数量シェアのパーセントポイントを引いたもの）を図 6b に⽰しています。バ
ッグと T シャツは、線の傾斜が急であることからも明らかなように、とくにその差が⼤き
くなっています。 
 



 

 

 
図 7：オンラインで注⽂されたファッションアイテムの価格帯 
バーの左側が第 1 四分位数、⾚線が中央値、バーの右側が第 3 四分位数である 
 

 
図 8：2019 年における注⽂数の上位 5 サイズ 
 
 図 7 に⽰すとおり、バッグの価格の中央値は T シャツの中央値の 2 倍超にもなり、総収
益にバッグが占める割合は最も⼤きい結果となっています。最も⾼価なアイテムはコート
とクラッチバッグで、最も安価なアイテムはトップスと T シャツです。 
 
T シャツとセーターはオンラインで最も頻繁に購⼊されていることから、だれでも着⽤で
きるフリーサイズの購⼊数が最も多くなっています（図 8 を参照）。2 番⽬に購⼊数が多
いサイズはミディアム（M）です。これら 2 つのサイズを併せると、購⼊されたすべての
ファッションアイテムの 40％にもなります。 
 



 

 

 

 
図 9：2019 年に注⽂されたファッションアイテムにおいて⼈気の⾼い 13 ⾊ 
 
 ⽇本の街を歩いたことがあれば、⽇本⼈は鮮やかな⾊の服装をあまり好まない傾向があ
ると感じたことがあるかもしれません。これは図 9 の結果で確認できます。1 番⼈気の⿊
と 2 番⼈気の⽩に続いて、グラフの上位を占めているのは中間⾊です。⼈⽬を引く⾚や⻩
⾊は、⿊の 10 分の 1 にも満たない結果となっています。 
 

以上 2019 年の⽇本のオンラインショッピングデータから、 
・⽇本の⼈々は週末、なかでも⽇曜⽇に多く買い物をする傾向がある 
・最も購⼊数が増えるのは夜遅い時間帯である 
・注⽂あたりの⾦額が⾼いのは平⽇のランチタイム前後ある 
・最も多く購⼊されているアイテムは T シャツ、最も⼤きな収益をもたらしているのはバ
ッグである 
・オンラインショッピング利⽤者の多くが⿊を選んでいる 
こちらの結果が明らかになっています。 

 
今回発表した結果は、データから観測できることのごく⼀部に過ぎません。今後のさら

なる考察については、〈VIRTUSIZE〉のウェブサイトをご参照ください。同サイトには間
もなく、第⼆弾のレポートを掲載する予定です。 


